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研究の目標と方法
欧州諸国においては集合住宅が，近代社会以前からのたがい歴史の上に発展してきた。
しかるに我が国I:'e:jきいては，明治以後の近代社会の著しい発展にもかかわらず，近代的君主集合住
宅の問題は，現代の住宅の問題として前面に押しだされるまでに至らず，漸く敗戦後の未曽有の住
宅難の解決を契機として，その発展の端緒をみいだすに至ったが，わが匿に沿ける集合住宅の展聞
は，いぜん今後に残された問題といわたければ怒らたい。
他方，わが国における住生活については，未だ改善すべき幾多問題のあるととは別として，主婦
の住生活において最ーも大きい比重を占める台所に対する考え方i丸戦後における婦人の社会的地位
の向上，各種家庭機器の進歩発展等により，現実には極めて数多くの変革をもたらしつつある。
集合住宅におけるとれら台所の研究も，叙上の社会的背景の要請により，戦後漸く本格的に行わ
れてきたが，これらは詑1) 集合住宅の台所における住い方の分析や， 台所作業台の機能的追求等が
多く，台所における収納に関しては未だ積極的危寄与をなし得るものをみ主主いうらみがある。
前記の戦後におけるわが国の近代的貫工集合住宅は，代表的には公営住宅，住宅金融公庫融資住宅，
および公団住宅として発展してきた。公営住宅は規模の狭小君主住戸の集合住宅に重点がおかれ，融
資住宅は個人住宅は別として，特定の組合または法人に属する他人の集合住宅を対象としており，
公団住宅のみが国民の比較的幅広い階層の住生活を前提として，今後におけるわが国の集合住宅と
しての発展が期待せられるものでるる。
叙上の見地から，公団住宅の各種の住戸型を対象として，今日それらの居住者がその住戸の台所
において，どのよう危食器，調理器具等をどれ位所有しており，それらのものを既設の収納容具に
対して，どのよう友収納を行っているかを，実態調査によって明らかにし，その結果について分
析，検討を行うととによ って，一般集合住宅における居住者がその台所において必要とする食器，
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調理器具等の種類とその数量を把握しようとした。
それにようてまた， とれら集合住宅の台所において必要とする食器，調理器具等を収納する際に
占める容積を実測に基いて算定するととによって，一般集合住宅の台所における収納空間の設定に
際しての基礎資料たらしめんとしたものである。
さらにはまた， とれら台所における収納家具の MasPro化，Prehab化，並に台所におけると
れからの住生活の進歩改善に直結した，ζれら食器，調理器具等のデザインに際しての基礎資料と
もたらしめんととを研究の目標としたものである。
調査は，現在公団住宅として最も一般的た f2居寝室+1 Dining KitchenJ型住戸 (以下2
DK型と称す)，主として新婚或は新婚後聞もたい家族，または所謂共穣ぎ夫婦家族の住生活を対
象とする fl居寝室+1 Dining KitchenJ型住戸(以下 lDKと称す)，および家族構成の比較
的多い家族の往生活を対象とする f3居寝室+台所」型住戸 (以下3A型と称す〉を対象とし，住
宅公団の大阪附近における典型的団地である香里団地，旭丘団地において前記3つのタイプの住
戸より，それぞれ RandomSamplingにより，2DK型 58戸，1DK型 22戸，3A型40戸の合計
120戸を抽出，とれらを調査対象住戸とした。
前記香里，旭丘団地において昭和35年9月8日， 9日!'LPretestを行った結果をきEとして，11
月19日より24Bまで，特に Instructionを行った調査員24名をして， 事前連絡をした前記対象住
戸を訪問せしめ，その家事担当者に面接の上，質問と実演IJ，並に写真撮影により実態調査を行うた。
不在23戸，拒否7戸，並!'L調査終了後資料不完全による廃棄9戸のため，1DK型12戸，2DK型58
戸，3A型30戸の合計81声の調査資料を採用， それらの調査結果の分析を行った。
台所の調理器具，食器等その所有している種類と数量については，その家庭の属する社会階層の
上層と下層，或は先代から譲り受けたか否かという ととは大き 〈関連するが，家族散や職業別によ
る差異はほとんど現われたいといわれている郁}。
ま?と新婚夫婦，共穣ぎ夫婦家族の場合，台所の器具については，比較的新らしいものを無駄君主〈
完備しているという仮定のもとに，本稿では住戸型による台所tとおける食器，調理器具等の所有す
る種類とその数量の差異は無視して，会住戸の居住者の所有するすべての食著書，調理器具等の種類
とその数量を明らかにしそれらの所有個数分布と，その所有個数平均値を析出するととにより，
集合住宅の台所において必要とする数量の食怒，調理器具等を収納する際に占むる， ζれらの容積
を実測によって算定するととに止めた。
前述の仮定を検証するために，各住戸型の相異による食器，調理器具等の所有種類とその数量に
ついての分析を行い，さらにはそれらの所有個数分布の結果より推定した，所有価数の基準数等に
ついてもたお再検討を加えJ それらの結果については稿を改めて発表する予定である。
対象住戸とその居住者の概要
対象住戸は前項に記した如く， lDK型， 2DK型および3A型にして，その住戸平面と台所作業台
および収納部分についての典型的のもの(台所のとれら建築的構成は各住戸型および同型住戸につ
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いても極めて僅IJ、の相異がある)左図示すれば第1図~第8図の如し。
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第7図OT%型台所セット
次に居住者については，その世帯主の職業は
事務的職業従事者がほとんどを占め，会社員，
銀行員，官吏で80.1%を示し，ついで、医師，建
築士，技師，デザイナ一等の専門技術的職業が
9.9%であり，残りが自由業，商業経営主，新
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第8図 公団57型台所詳細
聞記者等となっている。
世幣主の年令は第1表の如く30代が64.9%を占め，次いで20代の14.9%となっている。家族数に
ついては，第2表の如く 3人家族が45.6%を占め，次いで4人家族の32.3%と怒っている。 3人家
( 3 ) 
- 56ー 住居学
ヨu表 居住年数日り住戸数
よ時竺|峨|峨|叫。代峨
1 DK型
2 DK裂
3 A 型
4 
2 
第2表 家族数別住戸数
放の中では6才以下の子供をもっ夫婦家族が圧
倒的に多くその78%を占めているつ4人家族の
中でも問機6才以下の子供2人をもっ夫婦家鉄忌面三竺空12と12と|ゴム|三_L込
1 DK型
2 DK裂
3 A 型
計
百分比
がその65~杉を占めている。
3 また入居後の居住年散をみれば，第3表の如
12 I 37I刈 2 1 4 く.1年以上2年以内刈.5%.ついで2年~
14.8145.6132.31 24 4・9 3年が30.8%とたっている。
食器，調理器具等の所有 とその収納
台所において通常使用される物品は極めて多種多様であるが，台所作業従事者が作業台で新理，
配膳，決機等の作業中において，その位置から大きい動きのたい範囲内I'L.とれらの物品が収納さ
れているととが.理怨的でるる ζとはいうまでもたい。
台所において通常必要とする物品を.(1)食品.(2)調味料.(3)食器.(4)計量Jf.具.(5)加然用読理器
具.(6)調理器具.(7)貯蔵用器具.(8)その他の器具K分類し.(4)-(8)についての調査結果に現われた
第4表 針金用具の所有と収納
品 目
メタセーカ ヲフ'
メタ々 ー スプン
，、 カ
納
所巧マ想異簸霊彰?伊布 i陣暫管鴎EZL弔F車耐ケ::11 l川叶1γγ4咽4166γ竹個|ド「“ω邑
l グ
2 " 
3~ I J. 1 I 44.4 I引出し
11 1 1.0 I 13.5 1コンロ台下
弓T ス I 1 // 1・5 I乱 oI米ピツ
2 " 5 
3 グ 2 
4 グ
も"
所有種類とそれらの所有個数分
布，所有個数平均値，および所
有戸数の百分比，並にそれらの
主たる収納場所を表記すれば，
第4表~第8表の如し。
(3)の食器について所有してい
る種類およびその所有個数平均
と，その戸数百分比の調査結果
は第9表の如し。但し調査に当
つての食器類の大中小の分類l'l:
ついては"工芸ニュ ース叫3)の
第2回国民生活用品規格案，お
タイマ 戸 1 1 グ 10 i J.C I 12.3 1冷蔵庫の上 よぴ問機"工芸エユース叩の
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合理的君主生活用具，"婦人の亥H酬の多すぎず少注すぎたい食器の数等の分類方法を参考とした。
次に各種台所作業台下部収納部分，吊戸棚.7](切榔に収納または常置されている物品の実態調
第5表 加害事務理昔器具の所有と収納
自問翼室付欝理庶務長る収納I!品 目|問襲撃付僻顕22!毒寄る収納
個所有戸 個 % 
|個所有戸| 個11 
片 手ナ ベ 2 2.2 96.4 7k+]'棚 スイハン キ 1 6211.0マ4.調理台上
2グ 30 吊戸棚 2|10124| 3グ 16 流し下 フラ イ パ ン l 4/ 7 ハンガーポ
5 I1.0 I 5.0 1 6/ 2 ード
7// 
両手ナベ 1/ 7 3.3 2/ 
2/ 18 吊戸棚
21 1.0t 2.41 3グ 25 
4/ 14 調理台下
て11.0I 45 . 6 1;;~~下5/ 8 ガスー|186/ 4 2/ 
"} " モチア 、 lグ 41113|什 流し下8/ 2/ 12 コンロ台下
ホーロー ナベ1 1グ
1 2// 
土ナベI3グ
????
??
??、????
中華ナ
ヤカ
ム シ
トー ス3<-
?
?
?
?
?
71I 
2 I I竺下|士…12
191:lb:¥カ:|
| |豊二lケシツォ:i10 
1 /
2// 
3グ
3: 1 J.O 1 51.61コンロ台下
2~ I 1.01叶戸棚
ω1 1 54.0 1ヒゅ
う111 47
3:11.01ωlt 下
ペ ベ伊織
4/ 
??
??
?
，?? 。
?
? ?
J7 1.0 I 20.41ベラン〆
吊戸協 1ス冷蔵庫のよ 入レ， 1グ
( 5 ) 
lO| lol120|ベランダ
35 I 1・2I 5.2 I物入れ
| Iベランダ.
ぬ!lo|ぉ01物入レナヤ
49 I 1.0卜8!物置押入
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第E表 誘翠器 具の 所有と 収納
品 自戸習F醇臨調競る吋|品 目均警官官室額調毒事る収納
包 個所有 戸個%出
1 181 2.1 1α).0 
号水奴車掴菩下
宇〆 ャ モ ジ 9 I 2.4 I 96.4 ヒキ可 シ
2/ 41 2" 36 7.K奴瑚
3" 16 
3" 25 4" 4 
5グ 2 4" 3 
. f ，l- 1/ 14 2.8 90.0 
y調吊コk戸切理ン棚合ロ下台下
5" 4 
主" 24 6グ
3" 18 
4グ 9 フライ返シ|18 45 1.7 85.2 ヒキIi¥，ン
5" 5 2"- 19 *切棚6" 3 
7" 6 
8" 4グ
ウ ヲ ゴシ 1" 7.3 1.2 31.2 翻王室台下 アワ立テI1" 53 70.8 引出し1.1 
2" 2 流し下 *切樹2" 5 
3グ ハンガーポ
トー
粉フルィ!lグ 14 1 1.0 116.81吊戸棚 ポ 28 *切倒
ス ~ lノ lグ 60 1.1 81・61ヒキ出シ 立" 30 吊戸棚
2" 8 3グ 8 
3// 2 1" 4 
リ パチI1グ 引 1.0ド6.4'轄下 6// ス 2グ ，、 32 1.4 50.41*匂胸ぜ、，
“1 1.01ペブーポ
2// 5 調選会ν 、J 3/ 
2グ 7 ヒキ出シ 4// 3 
5// 
カツオカキ11 / 381 1・0145.61吊戸棚
院ワンカ 1 10
7 1131 zz オ ロシ ガネI!グ 11.1 198.01ー ポ 2// ~~     ;k切ド綴， クギ 3/ 2// 
，3ft '7 ンカゴ受ケ~ 261 1.0 131・21調理合
司~ ナ 司1" 74 1 1.1 1∞.0 調理合
2// 6 流 し下 |調理用 ヘ ラ 1/ 1~ I 1.3113.2 i引出し
3" 水切樹
4" 
ノ シ 棒1~グ ~ I 1.21叶 吊戸組玉ジャク シ 1 " “I 2.411∞・0 杭 鋼 2" |ハンガーポ
2" 
21 1.0 1 2.4 1吊戸棚3/ 19 ヒキ出シ ノ シ 板I 1グ
4" |皮ムキ11グ ぬ 1 1.01ぉ 01引出し
5// 
伏 線 Y キ11グ 261 1. 0 131. 21引出し1 ~ 1 1.0 122.81ヒキ凶シ 3~ 1 1.0 148.01引出し2// 引1.01ω8 吊戸棚 2" 箸 立
2" !穴ア キ才玉|l; 4~ 11.0 1叩 出し
?;128|拘 01諸島シ
ハンガ-，f-
サ イ パシI~組 2 ード2// 
3グ 14 ハンガーポ
4グ 2 ード
5" 
10// 
20/ 
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第7表 貯蔵 用器 具の所有と収納
品 目|門書室内騨敏子ぷ|競る収納1品 目門書室す布際観ZZ|誹る収納
個所有 戸 個 % 個所有 Fコ 何%
ジ .， 24 1.1 33.6 ピ ツ 75 1.0 I 97.6 流し下
2// 4 食卓の上 2// 3 コンロ台下
調理台上 4// 
84 11!9Ml22L 
!茶 筒I1グ 38! 1.3 100.0 *匂J棚
2グ 2グ 27 吊戸羽
… ァク漬ll， 1; I 1.01 18.01内 3グ 9 準備台物器 2グ 1 食器戸棚 も。 調理台
もH
漬物用タノレ 55.2 流し下lグ 41 1.1 
ベラン夕、 lグ 43 1.1 62.4 調理合2// 4 
3// 
2// 8 吊戸棚
3// 
パンケ ー ス11// 14 I 1. 0 1 40.8 1吊戸繍 、 7~ 1 1.0ド2.81水切倒6~ 1 1.1 181.61統し下 2// 2 調理台下
2// 7~ 1 1.0ド8.81*切翻塩 入乾物入レ 1// 45 1.8 86.0 調理台下 2// 
(カン叉はピン〉 2グ 18 コンロ台下
て1 1.01吋3グ 6 吊戸棚 メリケン粉ぺ lグ
3 
ーつグ-4グ
8// 調 味 斜 2lピン | 2 100 流し下
9// 1 1ピン 1.6 // // 
10// 
及そのカ他ン類のピン 7.4 // // 
砂糖入レ 1/ 45 
食籾Jノぇ卓i・索ピ番等凪ン手〉親〈調ソ・味:1 3.4 宮〔カン叉はピン〕 7食k切器翻棚2// 15 | 吊戸棚 グ
3グ
4// 
第 B裳 その他の器具の所有と収納
ロロ 目丙重量付隣敏認識る収納1品 日|咋書室何豪華書室52|毒事る収納. -_. _-_-
盆 l個所有 4戸13.7!976% 食器棚戸 茶 コ 60 1. 1 I 90.4 ハンドガ{ポ
吊戸棚 2 / 12 7};.切棚
調理台 3 / 食器戸棚
4 グ 20
茶コシオキ 1~グ 2~ I 1.0 128. 81水切捌5 グ 15 2 グ
6 グ 2
8 / 1 1 ~ 1 1.31 7.4[アーボ3 / 
9 グ
10 / 3 ガスライター i グ 56.4 コンロ台
1
83
.
2 ! 
柱にかける
土ピンシキ 1 / 13 I 2.2 I . 調理台
3 / 
2 / 31 テープル
3 1/ 
11マ…I1 / 26 I 1. 0 I 31. 2 1コンロ台
4 グ ;! i i lジ g ーゴi;; 3! [ 1. 1 1ベ 調理合5 グ
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第8表つ づき
品 自問密室付陸軍雪EZ立場認可 品 目
タ ワ 三ノ l個 48 1.4 90.0 流 し ナベ γ カミ 1 1固 21 1.1 21.2 ノ、γガーポード
2 /，r 24 吊戸棚
3 / 3 2 / 5 壁にかける
洗 剤j lグ 61 1.1 88.8 流し
5! 1 1.01伺 41232 ，r/ 12 調理台 2 / 
3 ;γ *切棚
40 1 1.0 148.0 1流し
クνンザー 1 /，r 53 1 1.0 163.61流し
〈コーナ用5I 1グ
泊 コ
4; 1 1.0 1
50
.
4 コンロ合 ピン洗イ |l
グ ~~ I 1. 1 1ペブポ2 /，r 2 / 
3~ I 1.0 1吋 し
クνラァプ
1
1グ
6卜017.2¥内
2 グ
冷蔵庫用フ・ラ lグ 9 23 28.8 冷蔵庫
買物カゴ 1 1/ 66 1.2 96.0 床のよ スチック容総 2 ;ア 6 
2 / 12 吊戸棚J横 3 1/ 4 
3 ;タ 2 -4 1/ 4 
ト イ シ 1 グ 33 1.2 45.6 流し下 6 グ
2 1/ 4 ベラン〆 ト4.1¥調吊戸理棚合3 /，r 
栓 ヌ キ lグ 31 1.9 1α).0 引出し オ ヒ
:;|12ド 1.
6
1
内
2 1/ 34 2 / 
3 1/ 7 震 /、. 37 79.2 吊戸棚コ lグ 1.5 
4 1/ 5 
2 1/ 20 
5 1/ 4 
3 1/ 5 
カンキリ lグ 45 1.5 100.0 引出し 4 1/ 3 
2 1/ 33 ライス裂 1 1/ 20 1.3 31.2 吊戸銅
3 1/ 2 
2 1/ 4 食器戸棚
5 1/ 
3 グ
牛乳センヌキ 1 1/ 46 1.4 80.4 引出し 5 1/ 
2 / 13 ベントウ箱 24 食器戸棚lグ 2.0 74.4 
3 1/ 6 
2 / 22 
5 グ
3 / 12 
1
79.2
1
吋 4 / 4 
ハンガーポ 5 グ 3 ード
フ キ ~ 1 1/ 2 4.3 1∞.0 フキンカケ 一汁 11/ 4: 1 1. 1 1ω。|錯珊立砂 1 引出し レ I2 1/ 
3 ;ア 15 
4 1/ 15 
5 /，r 16 
6 1/ 6 
7 / 9 
1 グ 7 
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査の結果と，先の第4表~第8表の主たる収納
場所を総合して考察すれば，各分類別の物品の
収納については，次のよう君主収納傾向をみると
とができる。
その殆んどが未加工食品(1)食器については，
みそ等は大
部分が作業台の下部収納部1'<:，缶詰，乾物，p;嘗
喜子品，メリケン粉等は作業台下，7k切棚上段，
吊戸棚毒事にそれぞれ貯蔵用器具に格納のうえ収
そのうち米，野菜，漬物，にして，
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納されている。
当然予想されるととでbるが大部分が作業台下に，小出し調味については(2)調味料については，
吊戸棚下段等にそれぞれの貯蔵用器
兵に入れて収納または常置されている。
(3)食器については，食器戸棚等の収納家具が台所前こ相当の割合でもちとまれているととは，従来
7k切櫛下段等1'<:，次いで・は7.K切棚上段，ほとんどが調理台上，
の公団住宅調査報告等でしばしば明らかにされている。との調査の結果においても同様で，第10表
に示す如く大量にとれらがもちとまれている。そして食器は殆んどがとれらの収納家具に収納され
コンロ台または持ち込んでいる場合でも一部放作業台の調理台下，
( 9 ) 
ている。もち込みの左い場合，
' 
一位ー 住
第10表 台所に置かれている収納用家具
ucロz 目 |所有伊数 |同百分比
食器 戸期 50戸 62% 
電気冷蔵庫 44 55 
ハエチョウ 13 16 
茶 タ ン ス 9 II 
氷 冷蔵 庫 5 6 
棚 類 4 5 
アイスボックス 2 2.5 
jt ス冷蔵庫 2 2.5 
〈以下略〉
居学
下に収納されている例も相当みられた。?とだ，
流しの下部への収納例は僅か4例しかみられた
かった。との ζとは流しの下の収納部には食器三
より，未加工食品，貯蔵器具に入ヲ?と調味料
(びん詰醤油等〉加熱用調理器具のナベ，洗剤等
の収納が絶対優先するものと思われる。流し下
における収納品分布図を示さば第9図の如し。
従って第8図の如き既設収納部分の建築的構成
では，所有数量に対応した収納空聞をもっ食器
専用の収納家具の考慮、が必要である。
(5)加熱用調理器具については，毎食事毎に使用されるナベ類
については，殆んどが水切棚に常に収納され， ζれらの余分と
特殊主主調理に使用されるスキナベ，フライパン，天プラナベ等
は作業台下型三，更に使用度の低いものは吊戸棚に収納されてい
50 
る。
次に新らしい加熱調理器具である炊飯器はその所有率74.4%
で，その中の43.2%が作業台上に常置されている。ト ースター
についても79.2%の所有率で，その中の219杉が作業台上に常置
され，のとりの79%のものは殆んど食器棚，吊戸彼等に収納，
'12宅好調食
味量 E 哩E里町府【
品約言他ま;思
第g図 流し「下収納品別分布率
第1表 常に台所作業合上に霞かれているもの
品 目 住置戸い数ている I 同 百分比
炊 飯 訴 l 35戸 43.2% 
*切 7J ゴ 31 38.5 
茶 ピ ン 26 32.3 
ト ー スター l? 21.1 
急 須 16 19.7 
ミF ゐ. 14 17.3 
、 キ サ 一 9 11.1 
小出し調味斜 8 9.8 
洗 剤j 7 8.6 
ナ ，、.、 4 4.9 
オ ヒ ';1 3 3.7 
マホーピン 3 3.7 
または冷蔵庫の上におかれている。
(第11表参照〉
乙のととは，献理台を有効に利用するため
に， トースターは収納されるが，炊飯器はその
性柊上収納できず，調理台の有効面積を狭ばめ
ろ結果~怒っている。
今後とれら新しい台所器具は益A普及して，
台所に導入されるととは当然予想されるととで
る札調理台本来の機能からみてもとれらの置
場については特に建築的に考慮、され君主ければ君主
ら君主い。
備考以下住戸数 l戸のものについては省略した。 (6)調理器具については，決機用のボーノレ，パ
y ト，ザノレ等はほとんど7.1<切棚に常置され，包
丁，ま主主板は作業台に多く収納され，オロシガネ，ゴマイ り，玉ジャクシ，フライ返し等の小物調
理器具は作業台引出しに収納されるか，壁面利用で事|っ懸けて遣うるととが多い。
(7)貯蔵用器具は主として食品，調味料の貯蔵用であり，従って(1)食品， (2)調味料で明らかにした
( 10 ) 
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ょう君主収納が行われている。
(8)その他の器具Kついては，小物であるものは適宜その用途に対応して収納されているが，収納
の容積面からは大して問題とたら君主いと思われる。?とだ，軽量で君主〈而も使用度の少いものは吊戸
板に収納されている。
食器，調理器具等の収納容積の算定
前項において， 集合住宅居住者の所有する食器，調理器具等の種類とその所有個数分布立fz~所有
仮数平均値ととれら台所器具の収納の一般的傾向について明らかにした。
とれらを基礎として，食器，調理具等を台所において収納する場合の空間構成設定のために必要
君主資料として， 前記の数量の食器t~湿器具等の収納容積の算定を試みた。
食器，台所器具等の個kの寸法については，日本建築学会編の建築資収集成制，欧州のものと
しては LI art menacer Francais'tt7)等にみるととが出来るが，われわれの台所に$きいて日常使
用しているもので欠如しているものが多 <，現在もっとも一般に実用されているものについてとの
見地から，昭和35年12月3日より 3日間， 大阪H百貨応台所用品売場，食器売場に陳列されている
商品についての笑測を行い，ζの笑iJllJ寸法を算定基礎数値とするととに統ーした。
但しその笑測の際，食器の大中小の分類基準は前項に述べ?と如くにし，また同種同類の中での各
種寸法については中位数を採用しそのデザインについては種 A雑多でるるが，複雑なもの，重ね
にくいものについては除外して，単純たもの，重ねやすいもの等を採用した。
即ち， ζれらの笑測寸法を基礎として，
所有する食器，調理器具等の数量の平均値
を4捨 5入し?と値を推定所有個数と した。
また食器については笑際に台所に収納する
場合の重ね方怒らベ方等は習慣性によると
とも考えられるが，最も合理的且つ普通的
には何個を重ねるかといった収納の際の重
ね方，ならベ方を各品目毎について検討し
て1つの仮定を設けた。
とれによりすべての食器，調理器具等に
ついて， 所有推定個数だけを台所において
笑際に収納する際の容積の算定を行い，前
項の分類頃目別に従ってその数値を表記す
れば第12表~第19亥の如し。
また，食器を合理的に重ねた状態を図示
したものが第10図および第11図で、ある。
?
? ? ? ?
第101濁和 金援
第1図 洋食禄
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第12表 和食器の収納容積算定表
〈A) I (B) Iω(D) ICE) 
径類臨調 DxDxh I DxDxh寝室
一 .•. • 
飯茶碗 1例国 12x 12x6 12x 12x 13.5 
汁 続 8 1 XI x6 11Xl1 XIO 
大 皿 5 19x 19x2.5 19x 19x9 
中 皿 8 16x 16x3 16x 16x7 
血 10 12X 12x2.5 12x 12x7 
大 鉢 2 18x 18x6 18x 18x7.5 
中 斜: 5 I!iXI5x5.5 15x 15x 11 
小 鉢 8 11XI1X5 l1XI1Xl1 
井 4 15.5x 15.Sx7 15.5xI5.5xI3.5 
湯 呑 12 8x8x5.5 8x8xI4."i E 
銚 子 4 6X6x12 W 
ハカマ 3 7.5x7.5x3.5 7.5x7.5x 10.5 
杯 8 5.5x5.5x3 咽
急 須 2 13x18xl8 
茶碗ムシ 4 IOxlOx9 10X 10X 14 
蓋 物 3(大〉 13x 13x9.5 
// 3(中〉 I x11 x7 E 
// 3(小〉 9.5x9.5x6 
備考 i C欄は一個の寸法(直径×直径×高さ〉
D欄は収納する際の最も普遍的に重ねた場合
の容積。
E欄はB欄の所有価数を収納する場合の容積
をDの倍数で示した倍数値。
i飯茶碗，湯呑茶碗は蓋のないものを対政とし
た。飯茶碗，湯呑茶碗，鉢は5枚室ねとした。
ii茶碗むし茶碗は2個室ねとしその上に遂を
2枚窓ねた。
ガラスコ ヲ プI1 7X7X 1つ
ウイスキーグラス 1 5 4x4X4.5 
ワイ ングラスI3 14X4X9・5
鏑考 i プラスティッ夕食昔告は形態の種類多く，所有
喜容も低いので省総した。
ii コマプ，ウイスキーグラス，ワイングラスは
定ねることなし. 1個づっ置くものとした。
第14豪 洋食器の収紡容積算定表
fA)----nB) r (C). I (D) I(E) 
盛 類医均所 DxDxhI D油 xh 倒の情個数 | 市'Ill
平 盛 血 3 30×40X3.541 30 x40x5. t 1 
大 皿 5 24x24X2.5124X24X6.51 1 
中 皿 6 19x 19x2 19x 19x6.4 
皿 6 15x15xl. 15x15x5.8 
スープ 皿 5 19x 19x3.5 19x 19x8 
フルータ 皿 5 14x14X3.7 14X 14X7 
盛 鉢 25x25x5.5 
大 鉢 20Sx20.Sx6.S 
鉢 3 14X14X5.5 14X14X7.7 
コーヒ茶碗
【+柄}
9 8x IOx7 16x16x v 
コーヒ受皿 9 16xl6xI 14.8 
ξJt-クコッフ. {十柄〉2 7.5xl0Xl 
ナイフ食事用 5 23x 1.8 v 
グ果物用 目
対ー夕食事用 5 I 18.5x2.3 
グ果物用
スプー ン食事用 5 I 18x4 
// tea用
シaガー入レ 1 I 10x IOx7 
備考 i 皿は6枚重ねとした。.
i コーヒ茶碗は受皿主茶碗を l単位とし.2個
重ねとした。
第15表 加熱調王室器具容積算定表
一一一一処よ一一一|ー(B)__I・-一一一(C)_一一一
!呼均所有i品目薮 I DxDxh 
片手ナベ : 2 I 20x36x 12 
両手ナベ 1 3 1 20 x 26 x 1 J.5 
????
ホーロナベ
土ナ ベ
ス キナ ベ
フラ イ パン
中肇ナ ベ
天プラ ナベ
ヤカン
ムシキ
トースタ ー
スイハンキ
?
?
?
?
22x22x8.5 
23x25x13 
22.5x22.5x4 
2Ox27x4 
28x32X 10 
26x3Ox8 
17x20x19 
2Ox24X25 
12X27.5 x 17.5 
30x37x25 
II x 16.5x 17 
23x23x6 
17 x 17 
36x24 
26x5x5 
(フタ+8)
24X 24X 14.5 
28x28x9 
Jξーコレーター
ガス魚 焼総
モチアミ
魚アミ
アルミホイル
カ マ
スキヤキヨンロ
備考加黙調理器具については l個の容積をC欄に
示した。
C 12 ) 
貯務用苦号兵容積算定義
平均所
堕盤t
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第17表調lJiil器具容積算定表
呼均所有
偶数
2 
3 
第16表
29x4.5 
23x23x8.5 
23x23 
(92.5X23) 
22x22x9.5 
3.5x29 
25x IOx6 
19x9 
36x23x2 
8.5XI1.5x3.弓
9x9x 15 
24X24X12 
35x3Ox3 
3Ox23x6 
8x3O 
DxDxh 
22x22x33 
15x8x5 
11.5x 11.5x 14 
22X22X 19 
27x10Xl5 
18x 18x23 
24X24X35 
10.5XIO.5x21.5 
13.5x 13.5x 15 
13.5xI3.5xI5 
12xl7x62 
自
ν. ー
パター入 ν
フラスチヲタ漬物総
漬物用タル
パンケース
砂 糖 入 ν
米ピツ
茶筒
ソ入レ
省入レ
マ ホ ーピン
& 量産寸定zl 
針金書器具容積算定表
宮室所有
パタ一入れは〈巾x奥行x高さ〉
醤油びん等は省略した。
備考
???????
?
?
??
????
スリパチ
ν ンギ
カツ オ カキ
オロシガネ
マナ板
玉 子 切リ
怨 立 テ
ボ ー ル
，、マト
茶ワンカゴ
大根ツキ
目
??
V !l' 
品
包
ザ
ス
書官195
算定用寸法目品算定寸法は収紗に必要な容積寸法である。
7.5x7.5x7 
17 x23x24 
メグ令ーカップ
カリ
第18表
29X48x守.3
9x9x7.5 
14xl2xl3 
32x27 x22 
21 x21 x24 
18.5x 12.5X5 
24X:;!4X18 
1I.5x11.5x8 
ジ，ー コ
泊 コシ
買物カプ
ゴミ入 ν
ゴミ入レ〈コーナ用〉
オヒツ
ライス型
，、
お iこりわ
法寸定u 自
王主
品
公団住本研究』念日本住宅公団の委嘱により，
宅の台所に関する研究を行う機会を得たので，
その研究と併行して一般集合住宅における台所
の収納の関して特に追求を行ったものの一部を
本稿で発表し?と次第である。
献
準住宅蛤11格篠
市川清志 . 11共同住宅の家具什怒について"日本建築学会
支
房.p. 269 (1950) 1) 平山麓 ." 注 1.
l文集.第ω号.p. 297 (1958) 2) 
竹内さく. "県営アパートの台所に関する居住調査"家政学銭箆. ~事 6巻4 号. p. 146 (1956) 3) 
北村君 ."台所作策合の広さとその利用について"奈良女子大家政学研究.jlI6巻.p.87 (1956) 
清71<;歌. "台所作業台の俊能と連絡について"奈良女子大家政学研究，第6巻.p. 6 (1559) 
下河内信子 ."家兵什器績の所有状態について"本記事喜第 1巻.第2号.p. 36 (1953) 6) 
日本住宅会因調査研究部 ."台所廻りの寸法とE賞作"日本住宅公団 (19'56)
日本住宅公団調査研究部 .，加し中心紡成の使い勝手の研究'日本住宅公団 (1958)8) 
前縄:標港住宅総.p. 280-p. 284 
工芸芸エユース:第5号.P.121-p.147 (1943) 
( 13 ) 
注2.
注3.
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注4. 工芸ユ&ー ス :第 l号.p.86-p.90 (1948) 
注5. 婦人の友 :第 2号.P.119-P.122 (1957) 
注6. 日本建築学会:建築資1詩集成.1， P.66-P.72 (1960) 
注7.Paul Breton :“L'art menacer Francais" p.582-p.609 (1952) 
Surnrnary 
In the future， the multiple dweHing house in our country will be developed. 
In planning these multiple dwelling house， the former research workers ln this. 
country have not made clear a space required for storage in the kitchen. 
The present study shows an adequate storage space suited for the multiple 
dwelling house， 
( 14 ) 
